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（Hearn・・・）とあるのは、BOSTON AND NEWYORK HOUGHTON MIFFLIN COMPANY の“The 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































古代ギリシャの数学者ユークリッド（エウクレイデス 紀元前 300 年頃、古代ギリ
シャの「幾何学の父」と呼ばれる）はその原論第一巻において線の定義について、「二 








































































































































「Ara-ho，no san osa-a/Ira-ho，en-ya-a-a./Ghi! Ghi! これは太古の土の叫
び、あるいは太古の心の叫びでなくてなんであろうか！」（―旅先の美保関で聞いた











































































































































































いものなのである。」1 (ハーン 1988 ,87『仏の国の落穂』) 
 




















































































































































































































シュニッツラー(アルトゥール・シュニッツラー 1862ー1931 年 オーストリアのウ
ィーンにて世紀末に活躍した印象主義作家)は、世紀末ウィーンの人間の在り様を深
層心理の観点から陰影ある印象主義的詩風のもと見事に描いた作家である。彼の『die 
Toten schweigen 死人に口なし』1（Wiese1974, 54－67)は、近代的な時計の時間が
人間を疎外し拘束する脅威を描くものである。 
主人公である人妻エンマは、若き恋人フランツとのウィーン市内での逢瀬(不倫)

























































よとも動かなかった。」3(Hearn 1973, 3） 
 
















































































































ように竜宮城から亀に乗って故郷の村に戻るまでに経過した時間を 400 年とする 5
































































































































































































































































































































ーの言った仮説をもはや一笑に付すことなどできないのである。」1（Hearn, 1960, 63） 
 

































































































































































































































説をもはや笑うことなど出来ないのである。」（Hearn、1960,“The Materialism of 





「33人の教師による 400 人の若者に対する教育は、生きる上での faith（信仰）に
ついてではなく、事実つまり人間経験の科学的解明についてのものばかりである。」






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「天の河 波は立つとも 我が舟はいざ漕ぎ出でむ 夜の更けぬ間に」（『万葉集』





















































































































































































































































































































































































































































己のなかへとおたがい同志が結び合わされ複合化された「Shadowing of Souls 魂たちの































え た き し ょ う
―縁・縁起―自性















































































者なのだ  ! ｣ Friedriche Nietzsche<die fröhliche Wissenschaft >Philipp Reclam 







































































































「天の河縁起」というハーンの論文が載せられている 2（ハーン 1994, 9-58）。 
ハーンがそこで扱った短歌作品に、「たなばた の ふなのり すらし まそかがみ 
きよき つきよ に くも たちわたる」という大伴家持の詠んだ歌がある（同上の 56）。
天の河の一方にある琴座の牽牛星
ひ こ ぼ し
と、天の河のもう一方にある織女星














































































































































































































































ハーンは来日する 4 年前の 1886 年 9 月 29 日付けタイムズ・デモクラット紙上にて、






















































































論的基調 9 (ユー 1992,305）がハーン「ロバ道を歩め」では流れている。 

























ハルトマン 1842 年―1906年 ドイツの哲学者『無意識の哲学』）と、マインレンダー（フ






















































モチーフでもある 3（注釈：赤い婚礼、Hearn 1973,186－214）。 
 





























































































































の拡大 2．宇宙は変化する 3.デザイン論の排除 4.奇跡の排除（超自然的説明の排除）


























間が人間である限り決して理解できないのである。」5（Hearn 1930, 15) 
 
しかしハーンは 1896年から 1903年にわたる東大における講義にて、西欧の 1850年代
に始まるダーウィン（チャールズ・ロバート・ダーウィン 1809年―1882年 イギリスの
自然科学者・進化論の主導者）、ハクスリ （ートマス・ヘンリー・ハクスリー1825年―1895





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ハーンは、ダシエ（アンヌ・ダシエ 1654年 – 1720 年フランス古典語学者）の霊
力についての研究を評価して、その試みを、「低俗な物質主義から人々の心を解き放


































































































































































































＜我々はどこから来たのか  我々は何者か  我々はどこへ行くのか＞とは、 ゴーギャ













































































































































































































































































































































































































































































































































踊り方をするのでーー人は霊の踊り Dance of Souls を見ているような気持ちになり

















































最初に見た時は、古代のディオニュソスの狂乱（some old Dionysiac revel）を見て
176 
 






























































































































































































































































































































































































































え た し ょ う
あるいは依他起性















































































































































































































































































































































































































が ゆ う き だ ん
』中の話「琵琶秘曲


























































































































え た き し ょ う
―縁・縁起―自性






































































ン 1970, 194 再引用）。 
 

























































































「たなばた の ふなのり すらし まそかがみ きよき つきよ に くも たち
わたる」（訓読万葉集第 17巻 3900 大伴家持の歌）「恐ろしい「宇宙の環」とは眺めずに、
まさしく「天の河」-天上の河として眺めているのだ。（略）。天界がたいそう身近で、あ






























形から形へ現象から現象へと伝えられるのである。」2( Hearn‘Ｔhe Idea of preё
















































































































































































































































































の在り方に常に変容し続けつつ永続するという永生観が生まれる 1( Hearn1973, 451）。 
 
仏教にとって自己とは複数の幻想が集まって一時的に構成されるものであり、こうし
て自己をつくるものがカルマである。」2（ Hearn1973,446）  
 
「カルマが、それぞれの組み合わせを決め、形態を別の形態へ現象を別の現象へと遺伝
































み な か ぬ し
の神。次に高御産巣日
た か み む す ひ
の神。次に神産巣日
か み む す ひ
の神。」7（武田・中村 1996,21）「（筆者註；それら三柱の神が）
すべてを作り出す最初の神となり、そこで男女の両性がはっきりして、伊耶那岐
い ざ な ぎ
の神、
伊耶那美









年―1996 年 日本の思想史・政治思想史家）が語る生むあるいは成る自然観 9（丸





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第六階梯  存在するものは何もないという思惟に至る。 
第七階梯 無という観念それ自体が消える。 
第八階梯 すべての感性や観念さえもが存在しなくなる。この後にニルバ  


































































































































































































悩のない恨みのない怠惰も個人の興奮さえももはやない、至高なる空無 The Void 
Supremeと呼ばれるその状態へと立ち帰って行くのである。」9（ Hearn1973 ,Ⅶ”459） 
 































































































































































































































ニヒリズムという個人主義による「絶望の哲学の霧（the mist of a philosophy of 





















































ヒリズムの闇である。両者を取り結ぶ交点にはイエイツ「ケルトの薄明 The Celtic 






















































































































































     0.1.1「どのように」でなく「なぜ」を問う     
0.1.2 作品論ではない作家論研究          
0.1.3 本論文の形式についてー作品内在解釈の試み 
0.2 ラフカディオ・ハーン先行研究の概要・成果 
0.2.1ハーンのメンタリティ研究         
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3.4.4 宇宙的ブラフマン的自己 


















1 ハーン,L. 1995.『東の国から・心』（平井呈一訳）、恒文社、327。 
2 服部正明・上山春平,2003.『仏教の思想４ 認識と超越』、角川書店 164-182、及び
横山紘一、2012.『阿頼耶識の発見』、幻冬舎、144－162。 
3Hearn, Lafcadio,1973, ‘Jiujutsu’“ The Writings of Lafcadio Hearn ”Vol.
Ⅶ、183。   
4 ハーン,L.1970.『明治文学全集 48小泉八雲集』（中野好夫編）筑摩書房、194。 
5 中村元 2009.『仏教辞典』、岩波書店、994。  
注釈：「無明」とは外界はすべて無常であり固定的なものは何もないという事実に
無知であること。 




1 中村元 ,2009.『仏教辞典―第二版』、岩波書店、96。 
2 Hearn, Lafcadio.1973.‘Dust’、“The Writings of Lafcadio”、Hearn Vol.Ⅷ、71。 
3 Hearn, Lafcadio.1973.‘Dust’,“The Writings of Lafcadio HearnVol.Ⅷ”, 72。 
4 ハーン,L.,1997. 『天の川幻想』（船木裕訳）、新潮社、56-57。 
5 ユー,ベンチョン, 1992.『神々の猿』、恒文社、119。 
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7 Hearn,Lafcadio 1973.‘Fantasies noctiluca’、“The Writings of Lafcadio Hearn”、
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of Lafcadio Hearn VOL.Ⅷ”、72参照： 
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Lafcadio Hearn”、 131。 
13 Hearn, Lafcadio, 1967.“Follow the Donkey－Path”、“Occidental Gleanings by 
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5.3.2 作品「むじな」が教えるもの 
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 本論文の作成にあたり、野田研一教授にはこの間常に励ましの言葉や、論文の内
容あるいはスタイル上での適格なご助言をいただきました。長年研究に携わりながら、
自分自身でも気付かないでいたあるいは誤りに陥っていた点についてのご指導に対
し、感服するとともに心からの感謝を申し上げたく思います。 
学位論文作成の希望を野田教授にお伝えした時の力強い快諾の御返答を、今でもよ
く想い出します。学外者である自分の学位申請希望を快く受け入れてくださった野田
教授に、感謝の言葉は言い尽くせません。今後もこの間の御指導を生かすべく精進い
たしたく考えております。 
教授を訪ねて立教大学を訪れるたびにご指導と励ましの言葉をいただき、すっかり
元気を取り戻して立教大学を後にしたものです。 
ほぼ 30 年間にわたる自分の学問・研究の集大成たる今回のハーン論が、大いなる
学問的充実感を得つつ論文にまとめることが出来ましたのも、すべてが野田教授のお
かげです。この間のご指導に対し、心からの感謝を申し上げる次第です。ありがとう
ございました。 
 
 
以 上。 
 
 
